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ゴ
ー
ジ
ャ
ス
お
宝
鑑
定
家
～
「
う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！
」36

登

場

人

物



剛

田(
ご
う
だ):

剛

田

質

店

の
店

主

。
優

雅

で
品

の

あ

る
振

る
舞

い

が

特

徴

。
口

癖

は

「
ゴ
ー

ジ
ャ

ス
！
」



白

金(

し
ろ
が
ね):

剛

田

質

店

の
見

習

い
鑑

定

士

。

常

識

人

で
神

経

質

。
剛

田

に
振

り
回

さ
れ
が
ち
。



謎

の

依

頼

人:

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
製

の

く
る
み

割

り
人

形

を
持

ち
込

む
人

物

。
ど
こ
か
怪

し
い
雰

囲

気

。



警

官:

剛

田

質

店

に
現

れ

る
警

官

。
事

件

の

捜

査

で
訪

れ
る
。
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第

一

幕

：
剛

田

質

店

の
朝

シ
ー
ン1

：
開

店

準

備

（
舞

台

中

央

に
豪

華

な
内

装

の
「
剛

田

質

店

」
。
壁

に
は
金

色

の

額

縁

や
豪

華

な
装

飾

品

が
飾

ら
れ
て
い
る
。
）

白

金

が
掃

除

を
し
て
い
る
。
神

経

質

そ
う
に
埃

を
払

う
。
剛

田

は

優

雅

に
紅

茶

を
飲

み
な
が
ら
登

場

。

白

金:
(

ぶ
つ
ぶ
つ
言

い
な
が
ら)

ま
た
こ
ん
な
に
埃

が...

。
剛

田

さ

ん
、
も
う
少

し
物

を
整

理

し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
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（
棚

の
上

の
高

価

そ
う
な
壺

を
拭

き
な
が
ら
、
壺

が
揺

れ
て
ヒ
ヤ
リ
と

す
る
。
）

剛

田:
（
優

雅

に
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
を
持

ち
な
が
ら
登

場

）
整

理

？

そ

れ
は
美

し
く
な
い
！
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
た
る
も
の
、
散

ら
か
っ
て
い
る
く
ら
い

が
優

雅

な
の
だ
よ
、
白

金

君

。

白

金:
(

た
め
息)

剛

田

さ
ん
の
「
優

雅

」
は
、
僕

の
「
胃

痛

」
で
す

よ...

。

（
観

客

に
向

か
っ
て
）
「
こ
の
人

、
毎

日

こ
ん
な
調

子

な
ん
で
す
。

僕

、
い
つ
か
胃

に
穴

が
空

き
そ
う
で
す
。
」

剛

田:
(

微

笑

み
な
が
ら)

お
や
、
白

金

君

。
美

し
さ
が
わ
か
ら
な
い

と
は
、
ま
だ
ま
だ
修

行

が
足

り
な
い
ね
。
「
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
た
る
も
の
優

雅

た
れ
」
だ
よ
！
さ
あ
、
今

日

も
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
お
宝

を
迎

え
る
準

備

を
し
よ
う
で
は
な
い
か
！

（
剛

田

が
大

き
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
店

内

を
見

回

す
。
）
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第

二

幕

：
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
製

の
く
る
み
割

り
人

形シ
ー
ン2

：
謎

の
依

頼

人

の
登

場

（
店

の
ベ
ル
が
鳴

り
、
謎

の
依

頼

人

が
登

場

。
黒

い
帽

子

と
コ
ー
ト

を
身

に
ま
と
い
、
何

か
を
抱

え
て
い
る
。
）

謎

の
依

頼

人:

（
低

い
声

で
）
こ
ち
ら
に
、
鑑

定

を
お
願

い
し
た
い

品

が
あ
り
ま
す
。
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剛

田:

（
優

雅

に
歩

み
寄

り
）
お
や
お
や
、
こ
れ
は
何

と
も
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
な
ご
依

頼

の
予

感

！
さ
あ
、
見

せ
て
い
た
だ
こ
う
で
は
な
い
か
。

（
依

頼

人

が
慎

重

に
包

み
を
開

け
る
。
中

か
ら
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

く
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
製

の
く
る
み
割

り
人

形

が
現

れ
る
。
）

白

金:

（
驚

き
な
が
ら
）
こ
、
こ
れ
は…

！
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
で
き
た
く
る

み
割

り
人

形

で
す
か
！
？
一

体

ど
こ
か
ら…

。

剛

田:

（
目

を
輝

か
せ
て
）
う
～
ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！
こ
れ
ほ
ど
の
輝

き
、
そ
し
て
こ
の
造

形

美…

ま
さ
に
芸

術

品

だ
！

白

金:

（
観

客

に
向

か
っ
て
）
「
い
や
、
ち
ょ
っ
と
待

っ
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
、
絶

対

に
普

通

じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
？
僕

、
今

か
ら
警

察

沙

汰

に
な
る
未

来

が
見

え
る
ん
で
す
け
ど…

。
」

謎

の
依

頼

人:

（
不

敵

な
笑

み
を
浮

か
べ
な
が
ら
）
ど
う
で
す
？
買

取

価

格

を
ぜ
ひ
教

え
て
く
だ
さ
い
。

白

金:

（
小

声

で
剛

田

に
）
剛

田

さ
ん
、
こ
れ
、
ど
う
見

て
も
怪

し
い

で
す
よ
。
こ
ん
な
も
の
、
普

通

の
人

が
持

っ
て
い
る
は
ず
が…

。

剛

田:

（
白

金

を
制

し
な
が
ら
）
静

か
に
、
白

金

君

！
美

し
さ
に
疑

問

を
持

つ
こ
と
は
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
冒

涜

だ
！
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（
剛

田

が
人

形

を
手

に
取

り
、
慎

重

に
鑑

定

を
始

め
る
。
）

シ
ー
ン3

：
剛

田

の
石

言

葉

熱

弁

（
剛

田

が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
製

の
く
る
み
割

り
人

形

を
手

に
取

り
、
目

を

輝

か
せ
な
が
ら
語

り
始

め
る
。
）

剛

田:

（
突

然

、
熱

弁

モ
ー
ド
に
入

り
）
白

金

君

、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と

い
う
石

が
持

つ
言

葉

を
知

っ
て
い
る
か
ね
？

白

金:
(

警

戒

し
な
が
ら)

え
っ
と...

「
硬

い
」
と
か
「
高

価

」
と
か...?
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剛

田:

（
大

げ
さ
に
手

を
広

げ
て
）
ノ
ン
ノ
ン
！
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
！
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
は
「
永

遠

の
絆

」
「
純

潔

」
「
勝

利

」
と
い
う
石

言

葉

が
あ
る
の
だ
よ
！
そ
し
て
、
こ
の
輝

き
は
、
ま
る
で
人

生

の
勝

利

そ
の
も
の
を
象

徴

し
て
い
る
で
は
な
い
か
！

白

金:

（
観

客

に
向

か
っ
て
）
「
人

生

の
勝

利…

？
僕

に
は
た
だ
の

高

価

な
置

物

に
し
か
見

え
ま
せ
ん
け
ど…

。
」

シ
ー
ン4

：
実

際

に
使

っ
て
み
る
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（
剛

田

が
突

然

、
何

か
を
思

い
つ
い
た
よ
う
に
人

形

を
じ
っ
と
見

つ

め
る
。
）

剛

田:
（
真

剣

な
表

情

で
）
白

金

君

、
こ
れ
は
た
だ
飾

る
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
。
実

際

に
使

っ
て
み
な
け
れ
ば
、
そ
の
真

価

は
わ
か
ら

な
い
！

白

金:

（
慌

て
て
）
い
や
い
や
！
そ
ん
な
高

価

な
も
の
を
使

う
な
ん
て

無

茶

で
す
よ
！
壊

れ
た
ら
ど
う
す
る
ん
で
す
か
！

（
剛

田

が
無

視

し
て
ク
ル
ミ
を
セ
ッ
ト
し
、
勢

い
よ
く
レ
バ
ー
を
押

し
下

げ
る
。
「
パ
キ
ッ
」
と
い
う
音

と
と
も
に
ク
ル
ミ
が
割

れ
る
。
）

剛

田:

（
感

動

し
な
が
ら
）
見

た
ま
え
！
こ
の
断

面

！
ま
る
で
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
の
輝

き
が
移

っ
た
よ
う
で
は
な
い
か
！

白

金:

（
観

客

に
向

か
っ
て
）
「
僕

、
今

度

か
ら
ク
ル
ミ
を
見

る
た
び

に
胃

が
痛

く
な
り
そ
う
で
す…

。
」
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第

三

幕

：
緊

迫

の
展

開

シ
ー
ン5

：
警

官

の
訪

問

（
店

の
ベ
ル
が
再

び
鳴

り
、
警

官

が
現

れ
る
。
）

警

官:

（
厳

し
い
表

情

で
）
こ
ち
ら
に
、
最

近

盗

ま
れ
た
美

術

品

が

持

ち
込

ま
れ
て
い
る
と
い
う
情

報

が
あ
り
ま
し
て…

。

白

金:
(

慌

て
て)

え
っ!?

盗

ま
れ
た
美

術

品?

剛

田:

（
優

雅

に
微

笑

み
な
が
ら
）
お
や
お
や
、
こ
れ
は
何

と
も
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
な
展

開

だ
ね
。
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警

官:

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
製

の
く
る
み
割

り
人

形

を
見

つ
け
て
）
そ
れ

だ
！
そ
れ
が
盗

品

で
す
！

（
依

頼

人

が
慌

て
て
逃

げ
よ
う
と
す
る
が
、
警

官

に
取

り
押

さ
え
ら

れ
る
。
）

白

金:

（
観

客

に
向

か
っ
て
）
「
ほ
ら
ね
、
絶

対

こ
う
な
る
と
思

っ
て

ま
し
た
よ…

。
僕

の
予

想

、1
0
0

％
的

中

で
す
。
」

第

四

幕

：
エ
ピ
ロ
ー
グ
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シ
ー
ン6

：
日

常

に
戻

る

（
事

件

が
解

決

し
、
再

び
静

け
さ
を
取

り
戻

し
た
剛

田

質

店

。
）

白

金:

（
疲

れ
た
様

子

で
）
剛

田

さ
ん
、
今

日

は
本

当

に
大

変

で

し
た
ね…

。

剛

田:

（
紅

茶

を
飲

み
な
が
ら
）
確

か
に
波

乱

万

丈

だ
っ
た
が
、
ゴ

ー
ジ
ャ
ス
な
一

日

だ
っ
た
よ
。
さ
あ
、
明

日

も
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
お
宝

を

迎

え
る
準

備

を
し
よ
う
で
は
な
い
か
！

白

金:

（
ぼ
そ
っ
と
）
も
う
少

し
普

通

の
一

日

が
い
い
ん
で
す
け

ど…

。

（
剛

田

が
優

雅

に
ポ
ー
ズ
を
決

め
、
幕

が
下

り
る
。
）

脚

本

の
時

間

配

分

1
.

全

体

構

成

脚

本

は
以

下

の4

幕

構

成

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幕

が
約

2
0

分

程

度

の
内

容

に
な
る
よ
う
に
設

計

さ
れ
て
い
ま
す
。



第

一

幕:

剛

田

質

店

の
朝(

約

1
5
~
2
0

分)
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開

店

準

備

の
シ
ー
ン
で
剛

田

と
白

金

の
掛

け
合

い
を
中

心

に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹

介

と
コ
メ
デ
ィ
ー
要

素

を
展

開

。


白

金

の

神

経

質

な
性

格

と
剛

田

の

優

雅

さ
の

対

比

が
テ
ン
ポ
よ
く
描

か
れ
て
い
ま
す
。



第

二

幕:

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
製

の
く
る
み
割

り
人

形(
約

2
0
~
2
5

分)



謎

の

依

頼

人

の

登

場

か

ら
、
剛

田

の

石

言

葉

熱

弁

、
そ
し
て
実

際

に
人

形

を
使

う
シ
ー
ン
ま
で
が

含

ま
れ
ま
す
。



こ
の
幕

で
は
剛

田

の
独

特

な
価

値

観

が
強

調

さ

れ

、
白

金

の

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
や

妄

想

が

笑

い
を
生

む

展

開

で
す
。



第

三

幕:

緊

迫

の
展

開(

約

2
0

分)
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警

官

の

訪

問

と
盗

品

事

件

の

発

覚

、
依

頼

人

の
逮

捕

ま
で
を
描

写

。


緊

張

感

と
コ
メ
デ
ィ
ー
を
交

互

に
織

り
交

ぜ

、
観

客

を
飽

き
さ
せ
な
い
構

成

。



第

四

幕:

エ
ピ
ロ
ー
グ(

約

1
0
~
1
5

分)



事

件

解

決

後

の
日

常

へ
の
回

帰

を
描

き
つ
つ
、

剛

田

の
「
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
」
な
価

値

観

で
締

め
く
く
る
。
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